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看護局理念

病院理念



時代の変化を捉え、

自分が何をすべきかを考え、

実践できる看護師を育てたい！

鳥取市立病院は【信頼され
る病院】【心温まる病院】
【楽しく働ける病院】を理
念として、地域住民の命と
健康を守り、医療需要の拡
大と多様化に対応できる病
院づくりを目指しています。
信頼される病院であるため
には、各人が知識や技術の
習得を行い、質の高い安全
な医療・看護を提供する事
が求められ、また、真摯な
態度で行動を行う事が必要
です。心温まる病院である
ためには、人の命・人とし

求める職員像 看護局長

間庭 弘美

ての尊厳および権利を尊重する気持ちを大切にする
ことが重要でしょう。楽しく働ける病院であるため
には、職員一人ひとりが目標を持ち、それを達成す
ることで満足感・やりがい感を持つことに繋がり、
その結果、活気のある職場となると考えます。
看護局では、病院理念のもと、地域医療を支えるた
め、看護の専門性を効果的に発揮するとともに、多
職種との協働によるチーム医療を積極的に実践して
います。患者さまに24時間寄り添う唯一の職種とし
て、医療を支える重要な役割を担っています。
少子高齢化社会の中で、看護職一人ひとりが自分に
何ができるのか、何をすべきなのかを考え、意思表
示し、実践できる、そんな自律した看護職を育成す
ることを目標としています。

求める資質

成長するための

自己研鑽に積極的に

取り組める人

職種職域を超えて円滑な

コミュニケーションが

とれる人

自分の役割を考えて

行動し、新しいこと

にも挑戦できる人

温かく思いやりの

気持ちで地域へ

貢献できる人

向上心

協調性

行動力

倫理観



オリエン
テーション
（７日間）

挿管介助

他部署ローテーション

看護過程

専門職業人として生命の尊厳と権利を守り、
質の高い看護サービスを提供できる看護職を
育成する

新人看護師をサポートする
プリセプター制度を設けて、
いつでも気軽に相談できる
体制を整え、チーム全体で
育てる事をモットーにして
います。

看取りの看護

褥瘡評価

“心に残った看護“
の発表

１年の振り返り

新人看護師の1年間（研修）

フィジカル
アセスメント

看護必要度研修

危険予知トレーニング

半年の振り返り

シミュレーション研修

看護技術

与薬の医療安全

振り返り



チームで育てる私たちの仲間

キャリア開発（キャリアパス）

幼い頃、この病院で入院を経験し、
不安が強かった私に看護師の方が優し
く接してくださったことがすごく嬉し
く印象に残っています。
今内科の急性期病棟で勤務しており、
その人らしい生活に向けてチームで支
援しています。まだまだ先輩や患者さ
んから学ぶことが多くありますが、患
者さんの声に耳を傾け、話を聴いて思
いに寄り添い、少しでも不安や思いを
話してもらえる看護師になりたいと思
い、日々頑張っています。

小林 綾乃
（鳥取市医療看護専門学校卒業）

中村千尋
（鳥取看護大学卒業）

岩城 咲良
（徳島大学卒業）

人の役に立つ仕事に就きたいという
思いがあり、思い浮かんだのが看護師
でした。家族が入院した際に看護師の
方々が優しく看護してくださったお陰
で、安心して家族を任せることができ
ました。そこで、病院理念である信頼
される病院という項目ができていると
感じ当院を志望しました。
現在看護師として働いて、先輩方の手
厚い指導のおかげで、徐々に看護技術
やコミュニケーション方法を獲得する
ことができ、楽しく働くことができて
います。

幼い頃から人の命を支える看護師の
仕事に憧れを抱いており、自分の身近
な人に何かあった時、支えたいという
思いから看護師を目指しました。当院
は急性期から在宅ケアまで、治す医療
と支える医療を実践できることを魅力
に感じ志望しました。
私が配属となったのは急性期病棟で、

患者さんの状態も変化しやすく、必要
とされる看護も日々変わるので悩むこ
ともありますが、チームでカンファレ
ンスを行いながら、その人に合った看
護を考えていくことにとてもやりがい
を感じています。



●認知症ケアチーム ●感染防止対策チーム

●褥瘡対策チーム

ひとと地域をケアで包む

●倫理カンファレンス

口腔
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総合
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ﾝ

専門チーム介入

感染認知症ケ
ア

主治医

薬剤師 MSW

看護師

病 棟

患者 家族



認定看護師の活動
（特定行為研修修了者）

緩和ケア認定看護師

（特定看護師）

衣笠久美子 山根 綾香

緩和ケア認定看護師の役割は、
患者さんやそのご家族に現れた
様々な痛みやつらい症状、葛藤
や不安、混乱をやわらげ、より
豊かな人生を送ることができる
ように支えていくことです。
そのため、わたしたちは、患者
さんとそのご家族のつらさに耳
を傾け、必要な情報を提供し、
納得して治療が受けられるよう
一緒に考えています。それと並
行して、身体や心などの様々な
つらさを和らげたり、希望に
沿った療養場所で過ごすことが
できるように、多職種スタッフ
と相談しながらケアを提供して
います。

最期まで自分らしく

過ごせる・生きられる

ように

感染管理認定看護師として、
感染対策の徹底と感染対策に
関わるマニュアルや業務改
善・修正等を行っています。
また感染領域の特定看護師と
して、医療機関から在宅など
様々な場において感染症治療
に関わり、感染症の進行や全
身状態の悪化を予防し治癒を
促進する、さらに多剤耐性対
策目指しています。
『患者、家族、職員、学生な
ど当院を訪れる全ての人を感
染から守る』をモットーに、
環境を整えられるよう、感染
防止対策を推進していきたい
と思っています。

安全で、安心できる

療養生活の継続を

支援するために

 不妊症看護認定看護師
 緩和ケア認定看護師
 感染管理認定看護師
 クリティカルケア

 皮膚・排泄ケア認定看護師
 救急看護認定看護師
 認知症看護認定看護師

感染管理認定看護師

（特定看護師）

西山 知子

救急看護認定看護師の役割

は、救急医療の現場で確実

な救命処置を行うとともに、

社会復帰を見据えて心身の

障がいを最小限にとどめる

為の的確な援助を行うこと

です。日々、救急車で来院

する患者さんだけでなく、

院内で急変する患者さんを

一人でも減少させることが

できるよう、病棟看護師と

もコミュニケーションをとり

ながら活動を行っています。

確実な救命処置を行い

心身の障がいを

最小限にとどめる仕事

救急看護認定看護師

（特定看護師）

桑村 香織



先輩ナースが答えます！

uestionQ

どんなところにやりがい

を感じますか？

nswerＡ
私は手術室で勤務しています。
手術室看護師は術前訪問をして、
患者さんの手術に対する不安が
できるだけ少なくなるよう支援
しています。術後も患者さんの
所へ行き様子を伺うのですが、
その時に患者さんの笑顔が見ら
れたり、感謝の言葉を頂けた時
にとても嬉しくやりがいを感じ
ます。また、手術の流れを理解
でき、器械出しの介助が上手く
できた時には達成感を感じます。

病院見学
随時受付中

uestionQ

どんな休日を過ごして

いますか？

nswerＡ
私は自然が好きなので、休日は
癒しを求め海や森林浴などアウ
トドアを楽しんでいます。また、
音楽も好きなので、家でギター
を弾いたりと休日を満喫してい
ます。
休みたい日を事前に申し出て

おけば師長が勤務を配慮して下
さいます。また長期休みの場合
も、みんなが調整したり助け
合っています。

uestionQ

仕事と子育ての両立は

できますか？

nswerＡ
病院の敷地内に託児所があり、
24時間体制でみてもらえます。
ライフスタイルに合わせて短時
間の勤務もできるので、仕事と
家庭との両立ができると思いま
す。
私は育児休暇があけて以前と

違う部署に復帰しましたが、職
場の雰囲気も良く、早くお迎え
に行けるよう声をかけてもらっ
たり仕事の配慮をしてもらい、
仕事と育児を楽しんでいます。


